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地域・保護者の皆様 

田園調布小学校教育活動改善案についての報告 

～ 令和元年度学校評価アンケートの分析結果より ～ 
 今年度も学校評価アンケートに御協力いただき、ありがとうございました。その結果についてお知らせいたし

ます。また、本結果等を踏まえ、次年度に向けて本校の教育活動の方向性についてお知らせします。 

 
１． アンケートの結果   

【児童】（回収率：88％）  

ほぼ、昨年度と同様の傾向となりました。特に、肯定的な評価が 90％を下回った「先生は、自分の気持

ちを分かってくれる」という項目は、真摯に受けとめ、児童との信頼関係を深め、児童理解に努めてまいり

ます。そして、地域とのつながりを深め、知徳体のバランスのとれた児童の育成に努めます。 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

○ 令和２年度、新学習指導要領が全面実施されます。各教科の指導内容及び指導時数の確実な実施に努めます。 

○ 全教育活動を通して協働的学習を推進します。 

「学校が楽しい」「田園調布小学校が好きだ」と思う児童を育てるためには、何よりも日々の授業の充実が大切です。そのた

めに本校では、校内研究を通して、目指す児童像「自分と異なる他者の考えやよさを理解し、かかわり合いで主体的に学びを深

める子」の育成に向け、ＩＣＴ機器を活用し、問題解決的な学習や体験的な学習の充実を図り、協働的な学習を通して、児童の

資質・能力の育成に取り組んできました。今後も、意図を明確にした協働的学習を通して、「授業が楽しい」「クラスが楽しい」

「学年が楽しい」「学校が楽しい」と思う児童を育てていきます。 

※意図を明確にした協働的学習⇒どのような話合いを行うのか、その意図を「決める」「つくる」「見付ける」「広げる」

「まとめる」の５種類に整理し、学びを深めていきます。 

このように、本校で重視している協働的学習は、新学習指導要領が目指している「主体的・対話的で深い学び」の実現

に他なりません。 

また、指導方法の工夫・改善として、次年度は、１・２年生も含めた全学年の算数科で、習熟度別の少人数指導を実施

し、個に応じた指導の充実を図ります。 
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自分は、毎日の学校生活が楽しい。

自分は、田園調布小学校が好きだ。

自分は、きまりを守って生活している。

自分は、相手の目を見てあいさつしている。

自分は、なかのよい友達が学級にいる。

自分は、他の学級や他の学年の友達と学校で遊ぶことがある。

先生の教え方は、わかりやすい。

先生は、話を聞いて自分の気持ちをわかってくれる。

自分は、すすんで授業に参加している。（自主的に授業に取り組んでいる）

自分は、係の仕事や給食・掃除当番の仕事をいっしょうけんめいにやっている。

自分は、本を読むことが好きだ。

自分は、体を動かすことが好きだ。

自分は、もちつきやお祭りなど地域（住んでいるところ）の行事に参加している。

児童全体

よく当てはまる やや当てはまる あまり当てはまらない まったく当てはまらない

○ 東京2020 オリンピック・パラリンピックが開催されます。 
全校児童がオリンピック・パラリンピックの競技を観戦します。７月27日（月）には３・４年が、オリンピック競技［大

井ホッケー競技場でホッケー］を、９月２日（水）には１・６年が、パラリンピック競技［オリンピックスタジアムでパ

ラ陸上］を、９月５日（土）には２・５年が、パラリンピック競技［有明体操競技場でボッチャ］を観戦予定です。 

  （裏面 保護者アンケート） 



【保護者】（回収率：95％） 

14項目全てで、肯定的な評価（よく当てはまる・当てはまる）が90％を超える高い評価をいただきました。ま

た、14項目中、２項目で肯定的な評価が昨年度の結果をわずかに下回りましたが、12項目で上回っています。特

に、「よく当てはまる」という評価の割合が多くの項目で大きく上昇しました。その中でも、「学校の誠意ある対

応」について満足いただける回答の高い上昇率が見られました。今後も保護者や地域の声を真摯に受け止め、学

校改善に邁進してまいります。また、昨年度より肯定的な評価が下回った「いじめ防止等に対する取り組み」に

ついては、今後も組織をあげてきめ細やかに取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○いじめの早期発見、防止に努めます。 

 本校では、これまでも、いじめ防止に向け、担任はもちろん、校長、副校長、専科教諭が児童の訴えに真摯に耳を傾け、

「いじめ防止基本方針」（ホームページで公開中）の下、全学級で毎学期、いじめに関するアンケートを実施し、「いじめ

防止対策委員会」の月１回、生活指導連絡会の週１回の開催による情報共有、カウンセラーや関係機関等の連携を進めて

まいりました。また、２学期は、一人一人の児童との面談も実施しておりますが、それらが決して形骸化することなく、

いじめの早期発見、防止につながるよう、次年度も引き続き、重点施策の１つに位置付けて取り組んでまいります。 

○ 学校施設の有効活用のための設備の充実や安全対策に努めます。 

今年度も、児童の安全を確保するために、用務主事が中心となって学校施設の安全整備を行いました。 

次年度には、施設の改善・充実が更に進む予定です。４月には具体的にお知らせできる予定ですので、御理解・御協力

をよろしくお願いいたします。 

 

○ 開校95周年を祝う記念事業を行います。 

 次年度は、開校 95 周年という記念すべき年です。児童や保護者、地域の皆様と学校や地域の歴史と伝統を振り返り、

その魅力を再発見し、学校や地域を愛する心をより一層育みたいと思います。記念事業としては、祝いの各行事の充実、

航空写真撮影、記念集会・式典の開催、学校便り特集号の作成などを予定しております。 

○ 実施日や実施内容を検討し、学校公開や保護者会、面談などの在り方を精選します。 

情報共有・交換の場として、保護者会、個人面談、公開授業、教育相談日などがありますが、次年度は、保護者の皆様

の負担を軽減するために、７月、12月の保護者会のもち方を改善し、９月、１月の保護者会は行いません。また、教育相

談日を有効活用し、２学期末の個人面談は行いません。 

引き続き、土曜日の全日授業公開を３日間とし、土曜日の一部公開や平日の公開も行います。更に、小中一貫教育や校

内研究会の公開も行っていきます。 

今後も、学校から発信するお便り（学校・学年・学級、保健、食育・給食、各行事）、ホームページ、リーフレット（学

校紹介、教育活動動報告）、アンケート結果の全公開など、学校の取組や授業の様子が保護者の皆様にも十分伝わる場を

設けることで、引き続き、学校と家庭、地域との協力・連携の中で児童の育成に努めてまいります。 
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子どもは、学校生活に満足していると思う。

学校は、教育の方針や目標、日常の教育活動などについて、学校便りや保護者会などを通して、保護者や地域に伝えていると思う。

学校は、保護者や地域からの意見や要望を把握し、その声を教育活動に反映させていると思う。

学校は、校長のリーダーシップの下、教職員が協力して、子どもの指導・対応にあたっていると思う。

学校は、保護者・地域に積極的に開いていると思う。

学校は、施設・設備を子どもや家庭・地域に有効に活用していると思う。

学校は、子どもの学力向上のために、指導内容や指導方法を工夫し、積極的に取り組んでいると思う。

学校は、子どもや保護者の側に立った生活指導に努めていると思う。

学校は、教育活動全体を通して、道徳心や規範意識など心の教育に努めていると思う。

学校は、事故防止に努めるとともに、事故や問題が発生した時は、適切に指導・対応していると思う。

学校は、いじめ防止基本方針に沿って、いじめの未然防止・早期発見・早期対応・重大事態対処に取り組んでいると思う。

学校は、保護者や地域からの声を受け止め、誠意をもって対応していると思う。

学校は、地域・ＰＴＡの行事や各種活動などに対して、理解を示し、協力的であると思う。

学校は、地域の力（保護者以外）を子供たちの教育活動に生かしていると思う。

学校アンケート 保護者

よく当てはまる 当てはまる あまり当てはまらない 当てはまらない


